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脳jfin場が大きくなるにつれて中j胸部の Distorsionを来す誌に起る一つの Enthirnung邸ち De-
cerebrationのがl二欣と王＇H解される。 什λどの第1例の突稜事i'文も使膜切附lこよつて））飴内鹿が一局所
κ於て念にl徐かれ7ζ鳩にそこカ迅ら二1
Distorsi〔m を起 L た J.:Sv＞~主！／｝：と考－へるのが安首；で、あらう。
全身H犬態険悪なる鴻iこその僅手術創lを縫合閉鎖したがや~f:麦 3 時間にして途lこ死亡した。
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